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〔研究の概要〕 

 本研究では、開発途上国におけるスマートフォンを活用した内視鏡システム導入の可能性と課題を明らかにする

ため、インド西ベンガル州の 2 か所の一次医療施設において、医療従事者 15 名、Community Health Worker  

(CHW）13 名、住民 292 名を対象にアンケート調査を実施した。その結果、低価格で通信機能を持つ携帯型内視

鏡検査に対して、一定のニーズがあることが分かった。特に、農村部の患者に対する重症度のスクリーニング評価

に有用である可能性が明らかとなった。一方、現場導入を想定した場合、機器およびサービスの価格、インターネ

ット通信の高速化が課題として挙げられた。今後は、臨床現場に求められる疾患別の要求事項の把握、トレーニン

グ方法の検討、社会文化的課題の抽出等を進め、低資源環境への内視鏡システム導入に向けた道筋を検討する。 

 

〔研究経過および成果〕 

  開発途上国などの低資源環境おける医療へのア

クセスは限られており、医師、医薬品・医療機器の不

足が深刻な社会課題となっている。先進国で用いら

れる医療機器は開発途上国の臨床現場には高額で

あり、適切に扱える人材も不足している。南アジアの

病院では欧米や日本で製造された中古医療機器が

使用されるケースも多い。一方、開発途上国における

ICT の普及に伴い、保健医療分野でのデジタルソリュ

ーションの活用が期待されている。例えば、スマートフ

ォン型の医療機器は、従来の据え置き型の機器に比

べて低価格で携帯性が高いため、農村部などの医療

資源の少ない地域で有効な検査ツールとなる可能性

がある。眼科診療においては、スマートフォンと連動

する細隙灯顕微鏡や眼底カメラが製品化され途上国

の臨床現場での有用性が報告されている。また、超

音波診断プローブとモバイル端末を連携させることに

より、腹部、心臓などのエコー検査をまるで聴診器を

扱うように実現するサービスもある。このような技術で

は、農村部で患者から取得した検査画像を無線を介

して都市部の専門医と共有することによって、医療資

源が不足する環境での医学的アウトカム向上に繋げ

ることが可能である 1)。一方、消化管などの体腔内を

直接観察するための内視鏡検査についても、モバイ

ル端末との連携による有用性が報告されている 2)。こ

れらの技術は、従来の高額で大型の内視鏡タワーの

設置や導入が難しい臨床現場での活用が期待されて

いるものの、開発途上国における医療従事者や患者

の携帯型内視鏡に対する認知度や、新技術への受

け止め方に関する調査事例は少ない。 

そこで本研究では、インド西ベンガル州の 2 か所の

一次医療施設において、医療従事者 15 名、CHW13

名、住民 292 名を対象にアンケートおよびインタビュ

ー調査を実施し、通信機能を持つモバイルタイプの

内視鏡システム導入の可能性と課題について検討し

た。 
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その結果、医療従事者の回答者全員が通信機能

付きモバイル内視鏡の導入により地域の内視鏡検査

率向上が期待できると回答し、特に重症度のスクリー

ニング評価に有用であるとの回答を得た。また、回答

者の 33%が機器の価格が導入の課題であると指摘し

た。さらに、適切なトレーニングと医師の監督下であれ

ば内視鏡検査を CHW が行っても良いと答えた医療

従事者が 7 割を占めた。次に、CHW の回答者のうち

約 8 割が、月に 1 回以上、患者に内視鏡検査を推奨

していた。また、9 割以上が適切な指導及びトレーニ

ングを受ければ CHW 自身が機器操作を行い患者の

内視鏡検査を実施できると考えていた。5 割以上が臨

床現場のモバイルネットワーク環境が低速または接続

出来ないと回答した（Fig.1）。 

 

Fig. 1 西ベンガル州一次医療施設におけるモバイル

ネットワーク環境 

一方、患者からの回答では、内視鏡検査を「知ってい

る」と回答した者は 4 割にとどまり、認知度の低さが示

された。検査経験者は 28%であり、認知者のうち 63%が

受診経験ありと回答した。一方、詳しく知らなくても

66%が重要性を認識し、「利用したい」と考えていた。

また、7 割が対面を好むと回答しており、オンライン診

療には一定の抵抗感があることが示された。 

本研究では、インドの農村部における内視鏡検査

のニーズについて調査した。その結果、医療従事者、

CHW からは低価格で通信機能を持つ携帯型内視鏡

検査に対する一定のニーズがあることが分かった。特

に、農村部の患者に対する重症度のスクリーニング評

価に有用である可能性が明らかとなった。一方、導入

を想定する場合の課題として、機器およびサービスの

価格、インターネット通信の高速化が挙げられた。今

後は、臨床現場に求められる疾患別の要求事項（設

計・開発、品質・法規制、市場）の把握、トレーニング

方法の検討、社会文化的課題の抽出等を進め、低資

源環境への内視鏡システム導入に向けた道筋を検討

する。本調査結果を国際学会 ICTD2024 で発表する

とともに 3)、詳細をまとめた論文を国際誌に投稿中で

ある。 
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